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氷晶層を掻き取る際のトルク変化から溶液の種類により， hard ice と soft ice の存在が明らかになり，それが製氷





















て氷晶層が hard ice と soft ice に大別できることを見出した。水やセファロスポリン C の水溶液では掻き取りトルク
が時間とともに増大する hard ice が形成し，このような強固な氷晶層の生成は水素結合やアミノ構造によるものと
推定した。一方， NaCl 溶液，イソプロピルアルコール溶液，グルコース溶液では，安定操業が可能な soft ice が形
成され，これらの soft ice では水和した溶質分子が氷晶聞に取り込まれることを示す DSC 測定結果を得ている。
次に，掻面型製氷機と側面にフィルターを有する縦型フィルターを組み合わせた装置を開発し，凍結濃縮実験を行っ
た。側面フィルターを用いることによって氷晶体積分率50%の高密度ケークが得られ，浦、過過程において氷晶間の接
触・融合が進行して氷晶が肥大化することを見出した。この肥大化現象は氷の凝集やオストワルド効果による結晶の
熟成とは異なった機構で進行し，新しい氷晶高速成長技術として期待される o また，カラムフィルターを用いた冷水
置換は，遠心分離器と比較して格段に高い分離性を示し，ほぼ定量的な回収が可能となることを示した。
以上述べたように，本論文は申請者が開発した新規な冷凍濃縮技術に関する研究成果をまとめたものであり，工学
的に多くの有用な知見を与え，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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